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編 集後記
　発掘調査では時として予期せぬもの、未知のも
のが確認されることがあります。それがいかなるもの
なのか、データをもとに仮説をたて、検証する営み
を繰り返しながら実態を明らかにしていく。考古学
の醍醐味です。　　　　　　　　  　　　（野崎）
　木材は住居の骨組み、道具の材料、燃料など、縄文人の生活を支える資
源の一つですが、その性質上、燃えて失われたり、土中に埋もれて腐朽した
りしてしまい、縄文人が利用した木材のうち、遺跡から出土するものはほん
のわずかにすぎません。
　津島岡大遺跡の縄文時代後期の河道では、腐朽をまぬがれた200本以上
の杭、河道中央部に密集する自然木群、そのなかに散在する加工木が確認
されました。これらの資料は縄文時代の木材加工法を伝えてくれます。
　木製品がどのような場でつくられたのかを考えることができる稀少な例でも
あり、今回はその検討の成果をご紹介します。　　　　　　　　（野崎 貴博）
縄文時代の
木材加工と加工の場
鎌倉時代の溝のめぐる屋敷地と古墳時代の畠跡？
鹿田遺跡第26次発掘調査（動物実験施設改修工事）
　動物実験施設の改修に先立ち、2014年８～11月にかけて、
発掘調査を実施しました。発掘調査地点は鹿田キャンパスの
南西部にあたり、平安時代後半～鎌倉時代の井戸と屋敷地
を区画する溝や古墳時代初めの井戸と畠状遺構などが見つか
りました。
　平安時代後半以降の溝は、３段階にわたってつくりかえら
れていました。また、溝のコーナー部分が明らかになったこと
で、本地点の北側で想定されていた屋敷地の規模を確定する
ことができました。その規模は、南北幅が平安時代では約
35ｍ（1/3町）、鎌倉時代では約57ｍ（1/2町）になります。東
西幅はいずれも約70ｍ（2/3町）です。鎌倉時代になると屋
敷地が南北に拡大していくことが明らかになりました。溝の幅
もそれまで約１ｍだったのに対し、鎌倉時代では約５ｍと大
型化します。斜面の一部にはテラス状の段も構築されていま
した。こうした段はこれまでの調査でも確認されており、大
型の溝が水運などの物資流通も担っていた可能性を検討する
材料になりそうです。
　古墳時代初めの遺構としては、畠状遺構があり、鹿田遺
跡では初めての発見です。検出できた面積は小さいですが、
細い溝が一定の間隔で併行に並ぶ状況や断面観察から、畠
の跡であると考えられます。比較的近い位置には井戸があり、
両者の関係が気になるところです。今後は、自然科学的な分
析を通して、具体的な集落景観の復元につなげていきたいで
す。　　　　　　　　　　　　  　　 　　　　（山口 雄治）
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　2014年12月８日～ 2015年１月10日の期
間に総数78通の応募がありました。選考
の結果、右のように名前が決まりました！
　これから展示会・現地説明会などのイ
ベントや刊行物で活躍する予定です。
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縄文時代の河道と杭群・自然木群・加工木の分布状況河道の調査の概要
　津島岡大遺跡の縄文時代後期前葉（約4000年前）
の集落からは約650ｍ西南西に位置します。北東から南
西に流れてきた幅約30ｍの川が緩やかに蛇行する地点
で、北西には微高地、南東には寄洲という緩やかな斜
面が広がります。北西側の微高地から川底までは2.8ｍ
の高さがあり、かなり大きな規模の川でした。
　川の最深部は礫混じりの粗砂層、上層は砂質土と粘
質土が交互に堆積し、流量が多く、流れの速い段階、
流れの緩やかな段階があったことがうかがえます。
　河道のなかには長さ８～９ｍの２本の大木が西岸から
河道最深部にむかって、川の流れをさえぎるように倒れ
こんだような状態で検出されました。
　検出された杭の分布から、①大木に接する横木と杭で
構成されるしがらみ状の部分、②河道西岸（西岸杭群）、
③中央最深部（中央杭群）、④河道北側（北側杭群）
の4つのまとまりが見いだせます。これらのうち、②・③・④
は河道の方向に並行する列状を呈するものとみることが
できます。
　大木Ａ・Ｂ間には自然木群が、加工木・板材は大木Ａ・
Ｂの周辺に散在しています。加工木は大木Ａ・Ｂの周辺
以外からは出土しませんでした。
　杭が打ちこまれた段階の河床や直上の土層から出土
した縄文土器は後期前葉のものです。また、西岸杭群・
中央杭群のうち、4点の杭の放射性炭素年代測定を実
施したところ、約3500 ～ 4000年前の年代値が得られま
した。
　年代値に幅はあるものの、年代の指標となる土器、
放射性炭素年代とも約4000年前より古くはさかのぼらず、
縄文時代後期につくられたことがわかりました。
杭群がみつかった川は？
杭群・加工木の検出状況は？
つくられた時期は？
縄文時代の木材加工
　杭の長さはもっとも長くのこるもので98㎝、太さは３～
５cm程度の細長い丸木材でした。先端部を「焦がし」（火
にかけて炭化させる）によって加工することで、尖った、
硬い先端部をつくり出していました。杭に用いられた樹
種は約８割がアカガシ亜属で、選択的な用材も特徴です。
　加工木は34点が確認されました。いずれも打ち割り段
階のものや加工のわずかなもの、あるいは加工の際に
のこされた端材です。一見、自然木と思われるものもあ
りましたが、植物・樹木の研究者の協力を得ることで多
くの加工木を見いだすことができました。
　板材には大形で平板な板材（写真）と打ち割り段階
のやや幅の狭い板材があります。
杭の加工と樹種選択 出土した加工木は？
縄文時代の木材加工場　大木Ａ・Ｂ間の空間としがらみ状部
　縄文時代後期の西日本ではこのような遺構の類例はありません。どのよ
うな性格のものだったのか、河道中央部のしがらみ状部と中央杭群につ
いて考えてみます。
　しがらみ状部では、大木Ａの東側に沿って横木が置かれ、それらを留
めるように杭が打たれています。横木は大木Ａの下に入り込んでおり、この
隙間を水が通って大木Ａ・Ｂ間に水が流れたと想定されます。板材はしが
らみ状部の周辺でみつかっており、これがしがらみ状部の隙間をふさぐた
めの取り外し可能な構造材とすれば、大木Ａ・Ｂ間は水量調節が可能な空
間だったと考えられます。
　この空間には杭が多数打ちこまれ、自然木が密集していました。時代は
異なりますが、弥生時代には河道や溝のなかに杭を用いて円形や方形の
囲みをつくり、加工用の木材を漬けておく施設がみつかっています。それを
参考にすると、大木Ａ・Ｂ間の杭群は、加工前の自然木を水漬けにして貯
めておくための囲みの役割をもっていた可能性もでてきます。
　加工木は大木Ａ・Ｂの先端部において多く認められています。これらの加
工木のなかに製品はなく、わずかな加工を施したものや、製作時に生じる
端材のみがのこされていたことから、ここで木材を加工し、できあがった
加工品は他所へ持ち出したのでしょう。
　以上の推論から、この空間は木材の加工や自然木を水漬けして貯蔵す
る場として使われ、中央杭群はそれに伴うものと考えました。
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（岡山市北区）
ほか20名
丸山謙一郎さん
（岡山市北区）
ほか６名
中山善富さん
（名古屋市）
谷本晋太郎さん
（高松市）
　2014年12月８日～ 2015年１月10日の期
間に総数78通の応募がありました。選考
の結果、右のように名前が決まりました！
　これから展示会・現地説明会などのイ
ベントや刊行物で活躍する予定です。
